
東方学院だより 第 5号  平 成 15(2003)年 3月 1日発行

東
力
学
院
だ
よ
り

第
５
号

平
成
１５
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今
年
は
、
東
方
学
院
が
昭
和
四
十
八
年
に
設
立
さ
れ
て

か
ら
二
十
年
目
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
も

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
哀
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、

皆
さ
ま
の
ご
期

待
に
添
え
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

Ｏ
平
成
十
四
年
度
の
行
事

平
成
十
四
年
度
総
会

口
新
春
会

二
月
二
十
六
日

（火
）
。

文
京
区
湯
島
の
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
て
総
会
お
よ
び
新
春
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総

会
で
は
、

イ
ン
ド
大
使

一
等
書
記
官
ラ
ー
ジ
ャ
セ
ー
カ
ル

氏
よ
り

「イ
ン
ド
文
化
の
魅
力
と
日
印
関
係
」
の
題
目
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、

引
き
続
き
新
春
会

が
開
か
れ
、　

一
〇
〇
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

『
東
方
』
特
輯
号
の
発
行

「中
村
元
博
士
三
回
忌
特
報
号
」
と
し
て
、

『
初
期
ヴ

ェ

ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
史
』
（全
四
巻
）
の
第
二
巻

・
第
四
巻
に

相
当
す

る
英

訳

卜
　
蚤
碕
いｏミ

軋

』
ぎ
将

ぷ
き
抱
き

抱
菫
ｓｈ
Ｓ
ヽヾ

可
増
や
弓
電
ｏ
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

英
訳
の

第

一
巻
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、

様
々
な
理
由
で
英
訳
の
第

二
巻
の
刊
行
が
遅
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、

中
村

博
士
の
三
回
忌
に
間
に
合
わ
せ
る
か
た
ち
で
、

よ
う
や
く

刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
十
二
回
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座

人
月
二
十
日

（火
）
。

鎌
倉
市
の
鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
に

て
第
十
二
回
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、

黒
川
文
子
先
生

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
専
任
講
師
）

「中
村
元
先
生
か
ら
の
お
く
り
も
の
」
。

日
上
太
秀
先
生

（駒
澤
大
学
教
授
）
「山
川
草
木
悉
皆
成
仏
を
考
え
る
」
の

お
二
方
で
し
た
。

第
六
回
仏
像
彫
刻
講
座
受
講
生
作
品
展

九
月
十
六
日

（月
）
か
ら
二
十
三
日

（月
）
ま
で
、

イ

ン
ド
大
使
館
の
講
堂
を
お
借
り
し
て
、

東
方
学
院
の
仏
像

彫
刻
の
講
座

（西
村
公
朝
講
師

・
西
山
多
寿
子
講
師
）
の

受
講
生
の
作
品
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

第
十
二
回
中
村
元
東
方
学
術
賞

十
月
十
日

（木
）
、

東
京
九
段
の
イ
ン
ド
大
使
館
講
堂
に

て
、

第
十
二
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
加
藤
純
章
名
古
屋
大
学
教
授

は
、

経
量
部
を
中
心
と
す
る
部
派
仏
教
の
世
界
的
研
究
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

授
賞
式
に
は
、

駐

日
イ
ン
ド
大
使
セ
ッ
ト
閣
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

中
村
洛

子
本
財
団
理
事
長
と
セ
ッ
ト
閣
下
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
賞
状

と
記
念
品
が
加
藤
博
士
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

ビ
ザ
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、　

一
〇
〇
名
近

い
出
席
者
を
迎
え
、

祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

第
二
回
宗
教
文
化
の
旅

十

一
月
二
十
二
日

（金
）
か
ら
二
十
三
日

（土
）
ま
で
、

一
泊
二
日
の
日
程
で
宗
教
文
化
の
旅
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は

「足
利
学
校
の
旅
」
と
題
し
て
、

二
十
二
日
に
は
、

『
雨
月
物
語
』
の
舞
台
と
も
な

つ
た
古
剰
大
中
寺
、

最
澄

Ｂ

円
仁
ゆ
か
り
の
大
慈
寺
、

故
中
村
元
理
事
長
の

「慈
し
み

の
経
」
の
石
碑
が
あ
る
長
林
寺
に
参
詣
い
た
し
ま
し
た
。

長
林
寺
で
は
ご
住
職
で
故
中
村
先
生
の
お
弟
子
で
も
あ
る

矢
島
道
彦
先
生
よ
り
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

翌
二
十

三
日
に
は
、

足
利
市
内
の
足
利
氏
の
館
跡
に
た
ち
中
世
の

面
影
を
宿
す

「ば
ん
な
」
寺
に
参
詣
し
、

関
東
の
大
学
と

呼
ば
れ
た
足
利
学
校
で
孔
子
を
お
祀
り
す
る
釈
父
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
足
利
学
校
は
、

故
中
村
元
理
事
長

が
第
二
十
四
代
岸
主

（校
長
に
あ
た
る
）
を
務
め
ら
れ
、

現
在
、

前
田
専
學
本
財
団
常
務
理
事
が
第
二
十
五
代
岸
主

の
任
に
あ
り
ま
す
。

第
二
回
酬
仏
恩
講

口
東
方
研
究
会
合
同
講
演
会

十

一
月
二
十
日

（土
）、
奈
良
西
ノ
京
の
薬
師
寺
の
慈
思

殿
に
て
、

薬
師
寺
の
後
援
を
得
て
、

合
同
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

講
師
は
、

山
口
恵
照
先
生

（大
阪
大
学
名
誉

教
授
）
「イ
ン
ド
思
想
を
概
観
す
る
―
全
人
類
解
放
の
教

え
―
」、
茨
田
通
俊

（東
方
研
究
会
研
究
員
）
の

ご
示
教
に

お
け
る
寛
容
と
い
う
こ
と
」
の
お
二
方
で
し
た
。

平
成
十
四
年
度
公
開
研
究
会

本
年
度
は
以
下
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第

一
回
、

四
月
二
十
五
日

（木
）
奈
良
修

一
研
究
員

「近

世
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ン
ド
文
化
の
影
響
―
ジ
ャ
ワ
、

マ
ジ
ャ
パ
イ
ト
朝
を
例
と
し
て
―
」。
第
二
回
、

五
月
二
十

日

（木
）
石
川
巌
研
究
員

「古
代
チ
ベ
ツ
ト
帝
国
の
階
級

的
秩
序
と
そ
の
擁
護
思
想
」
。

第
二
回
、

六
月
二
十
七
日

（木
）
吉
村
均
研
究
員

「チ
ベ
ッ
ト
仏
教
か
ら
見
た
歎
異

抄
十
日
本
仏
教
の
読
み
直
し
―
」。
第
四
回
、

七
月
二
十
五

日

（本
）
及
川
弘
美
研
究
員

「イ
ン
ド
文
化
の
深
層
を
探

上
村
勝
彦
博
士
追
悼

上
村
勝
彦
博
士
は
、

東
方
学
院
で
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト

の
講
義
を
長
き
に
わ
た
り
担
当
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

惜
し
く
も
平
成
十
五
年

一
月
二
十
四
日
に
ご
長
逝
さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
に
、

多
年
に
わ
た
る
上
村
先
生
の
東
方
研
究

会

・
東
方
学
院
に
対
す
る
ご
貢
献
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
念
じ
上
げ
ま
す
。
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（そ
の
２
）
―
神
像
崇
拝
の
起
源
と
そ
の
展
開
―
」。
第

五
回
、

十
月
二
十
三
日

（水
）
有
賀
弘
紀
研
究
員

「イ
ン

ド
哲
学
の
諸
相
―
サ
ー
ン
キ
ヤ
哲
学
と
非
ヴ

ェ
ー
ダ
的
性

格
―
」。
第
六
回
、

十

一
月
二
十
七
日

（水
）
林
慶
仁
研
究

員

「仏
教
論
理
学
入
門
―
仏
教
論
理
学
の
考
え
方
―
」。
第

七
回
、

平
成
十
五
年

一
月
二
十
九
日

（水
）
細
野
邦
子
研

究
員

「イ
ン
ド
論
理
学
の
世
界
―
正
統
派
バ
ラ
モ
ン
哲
学

に
お
け
る
矛
盾
律
―
」。
第
人
回
、

二
月
二
十
六
日

（水
）

柴
崎
麻
穂
研
究
員

「イ
ン
ド
文
学
の
魅
カ
ー

『
ブ
リ

ハ
ッ

ト

ロ
カ
タ
ー

（大
い
な
る
物
語
こ

の
世
界
―
」。

※
平
成
十
五
年
度
の
公
開
研
究
会
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【お
知
ら
せ
】

○
平
成
十
五
年
度
東
方
学
院
新
規
開
設
講
座

平
成
十
五
年
度
か
ら
新
た
に
開
か
れ
る
講
座
を
以
下
に

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

東
京
本
校

「禅
籍
を
読
む
」
末
本
文
美
士
講
師
。

月
曜
日
。

八
時
五
〇
分
～
九
時
五
〇
分
。

馬
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
の
解
読
」
加
藤
柴
司
講
師
。

月
曜
日
。　

一
五
時
～

一
六
時
三
〇
分
。

「イ
ン
ド
哲
学
原
典
講
読
」
丸
井
浩
講
師
。

月
曜
日
。　

一
人
時
～

一
九
時
三
〇
分
。

「チ
ベ
ッ
ト
仏
教
入
門
」
田
中
公
明
講
師
。

火
曜
日
。　

〓
二
時
～

一
四
時
三
〇
分
。

「仏
教
論
理
学
の
魅
力
」
林
慶
仁
講
師
。

水
曜
日
。　

〓
二
時
～

一
四
時
三
〇
分
。

「イ
ン
ド
仏
教

へ
の
誘
い
」
加
藤
純
章
講
師
。

水
曜
日
。　

王
ハ
時
～

十
七
時
三
〇
分
。

「最
澄
と
日
本
仏
教
」
水
上
文
義
講
師
。

木
曜
日
。　

一
五
時
三
〇
分
～

一
七
時
。

「
ヒ
ン
ド
ツ
ー
教
の
世
界
」
及
川
弘
美
講
師
。

木
曜
日
。　

一
人
時
～

一
九
時
三
〇
分
。

「親
鷲
聖
人
の
生
涯
と

『歎
異
抄
瞥

常
磐
井
慈
裕
講
師
。

第
ニ

ロ
第
四
金
曜
日
。　

〓
二
時
～

一
工
時
。

「韓
国
仏
教
入
門
」
金
漢
益
講
師
。

土
曜
日
。　

一
〇
時
三
〇
分
～

一
二
時
。

東
京
本
校

い
集
中
講
義

「仏
教
美
術
史
入
門
」
佐
久
間
留
理
子
講
師
。

「イ
ン
ド
哲
学
の
世
界
に
遊
ぶ
」
宮
元
啓

一
講
師
。

「パ
ー
リ
語
入
門
」
服
部
育
郎
講
師
。

※
同
時
は
、

東
方
学
院
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

関
西
地
区
教
室

「参
籠
と
日
本
文
学
」
龍
口
恭
子
講
師
。

月
曜
日
。

一
四
時
～

一
五
時
三
〇
分
。

梅
新
イ
ー
ス
ト
ホ
テ
ル
。

「ブ

ッ
ダ
最
後
の
旅
」
山
口
務
講
師
。

月
曜
日
。

一
九
時
～
二
〇
時
三
〇
分
。

願
照
寺
。

「パ
ー
リ
語
入
門
」
橋
本
哲
夫
講
師

・
平
木
光
二
講
師
。

月
曜
日
。

二
〇
時

一
〇
分
～
二

十
時

一
〇
分
。

梅
新
イ
ー
ス
ト
ホ
テ
ル
。

「チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
年
表
講
読
」
西
岡
祖
秀
講
師
。

金

曜
日
。　

一
人
時
三
〇
分
～
二
〇
時
。

崇
禅
寺
。

こ
の
ほ
か
、

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
開
講
し
て
い
る
講

座
が
多
数
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は

「東
方
学
院

て
び
き
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
教
室
の
整
備

長
ら
く
書
庫
と
し
て
使
用
し
て
い
た
四
〇

一
号
室
を
現

在
改
装
中
で
す
。

新
年
度
よ
り
四
〇

一
号
室
を
新
た
に
教

室
と
し
て
使
用
い
た
し
ま
す
。

普
通
会
員
募
集

普
通
会
員
に
な

つ
て
頂
く
と
、

定
期
刊
行
物

『
東
方
』

の
他
、

催
し
物
、

会
合
の
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
、

五
千
円
。

賛
助
会
員
募
集

財
団
法
人
東
方
研
究
会
で
は
賛
助
会
員
を
募

つ
て
お
り

ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

賛
助
会

費
は

一
日
、　

一
万
円
で
す
。

な
お
、

二
万
円
以
上
は
、

税

法
上
の
寄
付
金
控
除
に
な
り
、

個
人
の
場
合
は
所
得
税
の

減
免
、

法
人
の
場
合
は
損
金
算
入
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

詳
し
く
は
東
方
研
究
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

公開研究会風景


